
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～９／1５（月祝）町敬老会での３年冨岡直輝さん発表～   ～他学年の人たちと一緒に、おまつりで楽しもう～ 

 

 

 

 

 
 

     ～１０／２（木）6 年家庭科の授業～        ～10／９（木）竜北中２年生との事前交流会～ 

令和７年度 竜北西部小学校 第６号 

       文責 校長 山﨑 知博 

学校ＨＰ https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/ 

【随時更新中です。是非ご覧下さい！】 

学校教育目標 自分・相手・まわりを大切にし、一人一人が輝く 竜西っ子～ふるさとを愛し、多くの人から応援してもらえる児童の育成～ 

 

 氷川町の敬老会

が９／１５（月）に

竜北体育センター

で行われました。多

くの参加者がいる

中で、町内３小学校

の３年生が、お年寄

りの方へ感謝の気

持ちを込めた作文

発表を行いました。 

 竜北西部小学校

か 

 
からは、冨岡直輝（とみおかなおき）さんが代表として発表し

ました。優しいおばあちゃんへの感謝の気持ちが込められた素

晴らしい内容の作文を、堂々と発表しました。来賓の方々から

も「とても素晴らしい発表でしたね」という声が聞かれました。 

 

 ９月はまだまだ暑い天候が続き、昼休みに運動場で遊ぶ

ことができない日も多い中、室内で楽しく過ごすために工

夫する児童の姿が見られました。 

 ３年生や４年生では、その時期におまつりを計画し、下級

生を招待して一緒に楽しみました。くじ引きコーナーや魚

釣りコー 

 

 

釣りコーナー、ダン

スやクイズコーナ

ーなど、来場者が楽

しめるような様々

な工夫が見られま

した。 

 学年をこえて、笑

顔あふれる楽しい

ひとときを過ごす

ことできました。 

 

１０／７（火）８（水）の２日間、５年生を対象に水俣に学ぶ肥後っ子教室・集団宿泊教室を実施しました。水
俣市の熊本県環境センターや水俣病資料館、芦北町のあしきた青少年の家を訪れ、様々な講話や体験を通して多く
のことを学ぶことができました。 
ＳＤＧｓについての学習を通して、未来の地球環境を守るために何ができるのかを考えました。水俣病資料館の

展示物から水俣市や水俣病の歴史について学ぶとともに、水俣病の伝え手の方から話を聴いて水俣病について正
しく理解することができました。また、あしきた青少年の家でのペーロン船活動を通じて、仲間と心を一つにして
取り組むことの大切さを学びました。 
この 2 日間、5 年生の児童は、いろいろな場面で自分の考えを自分の言葉で一人一人がしっかり発言することができまし

た。また、仲間と心を一つにし、クラス全体がまとまったときに発揮する 5 年生のパワーは素晴らしいと思いました。 

思い出に残る、大変有意義な水俣に学ぶ肥後っ子教室・集団宿泊教室にすることができました。 

ＳＤＧｓについて、しっかり考えました 水俣病資料館ではしっかりメモを取りました

７ 

10／7（火）8（水）５年 

 

１０／９（木）の５

校時に、ＣＳの日・オ

ータム交竜会（１１／

１土）でお世話になる

竜北中学校の２年生

が来校し、担当する学

年の児童との事前交

流会を行いました。 

 簡単な自己紹介と竜北中クイズなどがあり、その後、一

緒に学習したり、活動したりして、楽しいひとときを過ご

すことができました。 

 オータム交流会当日を楽しみにしています！ 

 

 

１０／2（木）の１校

時から 4 校時にかけて、

6 年生は家庭科の授業

でナップサックづくり

を行いました。 

ミシンを使っての作

業など慣れないことも

多かったのですが、地域

婦人会などから多くの

ゲスト ゲストティーチャーに来ていただき、アドバイスをしてもらっ

たおかげで完成させることができました。 

 １０／２３（木）２４（金）の修学旅行で活用する予定です。 

 

 

“心を一つに”協力の大切さを学びました 

https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/

